
施工可能な下地の例
● せっこうボード ( 推奨 12.5mm 以上 )

● ケイ酸カルシウム板 ( 推奨 6mm 以上、プライマー処理必要 )

● ラワン合板 ( 推奨 9ｍｍ以上、プライマー処理必要 )

 ※ 下地にケイ酸カルシウム板・ラワン合板を用いる場合、事前にプライマーの
 　 処理が必要です
 ※ 上記の下地の場合でも、下地表面に塗装などが施されている場合は接着不良
　  により剥がれる可能性がありますのでご注意ください。
 ※ 下地材の選定及び構造が、建築基準法や火災防止条例等の法令・条例に
　  適合したものであるかをご確認下しさい。

施工が出来ない下地の例
● RC 壁、ALC、モルタル面、結露・湿気を帯びた下地

施工が出来ない環境
● 屋外、浴室など湿気、水濡れ、結露が予想される場所
● 低温 (0℃以下 )、高温 (50℃以上 )、高湿 (90％以上 ) の場所

● 下地がケイ酸カルシウム
　 板・合板の場合は予め前
　 面にプライマー処理を塗
　 布してください。
　 （推奨：コニシ㈱ / ボンド

　 シールプライマー #7）

● 下地の目地と仕上げ材の
　 目地が重ならないように
　 割付けてください。

● 仕上げ材の端部に接着剤
　 を塗布する為のスペース
　 を 30mm あけて、仮留
　 めテープを貼ってくださ
　 い。( 推奨：コニシ㈱ / ボン

　 ド TM テープ W1、ボンド TM
　 テープ R1)

● ゴムハンマー等で直接たたく施工方法
　・ 製品を取り付ける際に、ゴムハンマー等

　　で直接叩いて行う施工方法は製品にヘコ
　　ミが生じますので絶対にお止めください。

●運搬用吸盤等 ( サクションリフター )
　による施工方法
　・ 吸盤を用いて運搬を行うと製品内部での

　　層間剥離が生じる恐れがありますのでお
　　止めください。

● 接着剤は高さ 4 ㎜で塗　 
布してください。
● 仕上げ材の外周には必ず
　 接着剤を塗布してくださ
　 い。( 外周塗布が無い場合   

　 や、塗布量が少ない場合に   
　 は端部の浮きが生じる可能   
　 性があります。)

● 接着剤塗布後 10 分以内
　 に貼付け圧着をしてくだ
　 さい。( 推奨：コニシ㈱ /

　 ボ ンド SU25、ボンド MPX-1)

● 目地に合わせて目地テー
　 プを貼ってください。

● 切断を行う際は、必ず化
　 粧面にマスキングテープ
　 を貼り、刃物を表面から
　 入れ裏面から出るように
　 してください。
※ マスキングテープを貼ら
　 ない場合、本体が欠ける
　 場合があります。

● 周辺部材 ( 推奨 )
　 ・プライマー　  ：コニシ株式会社  - ボンド シールプライマー #7
　 ・仮留めテープ  ：コニシ株式会社  - ボンド TM テープ R1

ボンド TM テープ W1
　 ・接着剤　　　  ：コニシ株式会社  - ボンド SU25

ボンド MPX-1

●パネルの立ちと目地間隔
　 を調整しながら位置を決
　 めます。中央部に浮きが
　 発生しないように注意し
　 て仕上げ材を貼付けてく
　 ださい。
● 仮留めテープ部をしっか
　 りと押さえてください。
※ 先に接着剤を押さえると、　
　 仮留めテープが着かず接着
　 不良となる恐れがあります。
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● 仮留めテープ ( 推奨 )
　 「コニシ㈱  ボンド TM テープ W1」
　 「コニシ㈱  ボンド TM テープ R1」
※ テープピッチは 450mm 以内とする。
※ 板の端部は端から 30mm あけ、接着
　 材の塗布スペースを設ける。

● 接着材 ( 推奨 )
　 「コニシ㈱  ボンド SU25」
　 「コニシ㈱  ボンド MPX-1」
※ 塗布ピッチは 200mm 以内とする。
※ 板の端部は、板の反りを押さえる為、
　 端から 30mm 以内に線状に塗布を
　 行う。
※ 板の中央部は波状に塗布を行う。

●施工寸法例


